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海溝掘謬笥装置｢ぶじ｣について

照)⑳夢葛海捧漉閏探鉱開発を実施しているプ滋ジ蕊ク

ドは?鴛でずで紀看滴を生産しているダヲビア看滴

(株)蝦成功はあ蜜り1鵡有塙で彫る､溌⑳微のプ濠

ジ蝋次脇探鉱段階秘櫨み試掘段階熔《濃榊鴻怒⑳

(イン汽沫シダ霜摘欝源開発(株)九州暦摘闘籍(撚蓼

共紅海洋)市近く識鋼段階樽入る勤蓋む榊鴻(双該

タビ積漉(株))愁㈱蛎葛,海洋瀬閏の試棚蔓は亀療

枢掘慈惹鞍鰻秘彪りこのζ塗熔ついては漆譲螂縁隠

述戎蔭れ独嶋ので参照密れ花い由

杓秘團の海外孫滴資源鰯発の淀め海外各鋤熔繊沃滴

発掘慈く傍繋縞ぷ淡水溶繭逮沸器譜丞繋を講銭夢慧塗を

主簿駒患むで曜秘縛遜期鯛湘添海濫掘瀞臓蔀会

社(鋤鋤厳至腕鐙磁)顯墨設宜慈れ欝王号機密蔓義

重韮業広島造船所で麓遺申で灘ゆ湖蔓瞬鰯寧夏狽縁

員督ふヅと命名され花､

{ぶじ"は移動式甲板昇降型ドリリングバｰジ(S必
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籍1図蓑効掴の海外資瀬開発プ漂ジ蝋夢ト

1.アラビア石油(株)アラどア湾二皿一トラルゾｰン灘簿

2｡アブ夢ビ看油(株)アブタど海洋

3.中葉看滴ζ株)アブ夢ど陵ム

遂.8.インドネシア石油資源開発(稼)北蔦常ト繋曲褒彩リ蝉ン歩ン■

海洋

5｡北ス叩トラ石油開発協力(榛)挑猟常ト費鯵五

6､?,九州看滴開発(株)繭･繭箪勿リ帯ン勢ン海洋

蟹白S人BART馴S笈双O肌C⑩｡茱鳶D双｡途賞D｡呼妙一シアサパ

陸上鴻よび海津

10.J/uP逢細((Aび竃てr笈紅豆逸)黛芭夢圭篶重盛.泳牌_派ト賞リア黒ユｰ

ギユア陸上

11.ア讐黒カ石油闘幾(繰)ア多ス動陸上

12.JA2EXCAN細AL行d.カナダ陸上

牧野登喜男

｡⑪虹tainedmo闘e栖肢岬拙脆gも&㎎e)で海底土

質カ轍弱でありても設置可能であるように脚の下端近く

に海底着床用gマットカ宝付いでい亭(第2図参照)･

“ぶじ"の構造と主要機械は次のようである.

1.ハル(船体)の寸法

金長X全幅淡全高鋤｡腕災3婁㎜純｡滋欧

柵(海麟鯛)酎淡翻｡搬郷醐.瞼

汐ジグ(脚)の寸法

凝窓災鴬儀災脚数馳燃潮凸節炎遵

#撚氷鐙遂ヨ飢淋ソ

銘航路蟻氷(禅ット隠で浮鋤3､◎獅

稼欝脈深楓瞭遂晦

掘蜜く深麓3呈餐⑰0燃

掘護《締く嶋銚苗繊

釜繋鰯腕禽諦§皇餐｡⑪腰

謹嚢機織

掘凄実機獺脹鑓｡⑪s0◎腰淡家禽
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泥水ポンプOH-8505(沁深浅遂台

セメンチングポンプ打下一鮒050()陣X工合

甲板昇降ジャッキ用油圧ポンプ!⑪0ぼx塁合

なお“ぶじ"の建造価格は約ユ9億円である.

東カリマンタン海域紀おげる宥滴探鉱開発作業はイ

ンドネシア看油資源開発(株)がインドネシア国営者滴

会社プノレタミナ(遭鋤銚淺搬N鵯鯛跳鵡拙鋤墨狐

M㎞j荻d鋤G撚葛鵬養N鵜亘⑪鵬五)と生産分与契約

(肝｡曲｡tio篶Sh鮒i篶gC⑪1漱鮒)に基づいて実施してい

るもので本地域に対する物理探鉱はその基礎調査で

ある空中磁力探鉱は地質調査所重力1地震1スパｰカ

ｰ探鉱は看満開発公団事業本部の技榊はってそれぞ

れ実施されかっ探鉱の最終段階である試掘作業も国産

バｰジである“ぶじ"によって行なわれることと扱った.

ぶじ約禽璃筑(娼｡至婁.餐)〔蟻漆瀦洋翻畿(餓)鍵供〕

現在インドネシアにおいては日本をはじめ欧釆石油

会社が20数社鉱区を獲得し石油探鉱開発を行なってお

りインドネシア領の海洋地域で看滴賦存可能性がある

地域はほとんど鉱区が設定されている状況である串こ

のように欧米看油会社が行なっている探鉱作業に伍して

わが園で初めて物理探鉱作業から試掘作業に至るまで賞

本人技術者によって行なわれることは今後のわか国の

海外看満開発はとって大きた意義を有するものと信じら

れるとともぽその成果か大いに期待される.

(筆者は発所員現インざ率シア石滴資源開発(株))
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